
いちごドリルプリント

明治維新 名前

問1 1867年に徳川慶喜が大政奉還を行った後、岩倉具視や薩摩藩・長州藩の勢力は、旧幕府側が新政府における政治的な主導権を握り続けることを
防ぐためにある宣言を出しました。その直後に開かれた会議（小御所会議）において、徳川慶喜に対して突きつけられた要求の内容として最も
適切なものはどれですか。 （2024年 宮崎県公立入試 類似）

1. 内大臣の官位を辞退し、徳川家の
領地を返上すること

2. 江戸幕府を再興し、天皇を補佐す
る関白の職に就くこと

3. 薩摩藩と長州藩に対して軍事同盟
を破棄するよう命じること

4. 武家諸法度を廃止し、全国の諸大
名を天皇の家臣とすること

問2 西南戦争が終結し、武力による新政府への抵抗が困難であることが明らかになった後、明治時代の反対運動はどのように変化しましたか。その
後の歴史的展開として正しい説明を選んでください。 （2018年 香川県公立入試 類似）

1. 不平士族たちの要望を受け入れる
形で、江戸時代の身分制度や家禄が
一部復活した。

2. 政府への不満を持つ人々は、政治
に関与することを諦めて海外への移
住を急いだ。

3. 武力行使に代わり、言論の力で国
会の開設や憲法の制定を求める自由
民権運動が活発化した。

4. 政府は反対勢力をなだめるため、
即座に選挙を実施し、不平士族のみ
に参政権を与えた。

問3 明治政府は、国家財政を安定させるために地租改正を行いました。この改革において、それまでの年貢（租税）の仕組みから大きく変更された
点として正しいものはどれですか。 （2019年 佐賀県公立入試 類似）

1. 商業を活性化させるため、土地へ
の課税を廃止して、商品の流通量に
応じた税を課すようにした

2. 土地をすべて政府の所有とし、耕
作する農民から小作料として米を徴
収するようにした

3. 農民の負担を軽くするため、毎年
の収穫量の増減に応じて納める米の
量を決めるようにした

4. 豊作や凶作といった収穫量に関わ
らず、地価を基準にして現金を納め
させるようにした

問4 明治政府が、戊辰戦争の翌年に実施された「版籍奉還」という政策を最初に行った目的として最も適切な説明はどれですか。 （2026年 愛媛県公立入試

類似）

1. 武士の身分を廃止し、国民全員が
兵役に就く制度を整えるため

2. 憲法を制定し、国会を開設するた
めの準備を整えるため

3. 全国の土地を調査し、それに応じ
た税を現金で徴収できるようにする
ため

4. 土地と人民を天皇に帰属させるこ
とで、中央集権国家の基礎を築くた
め

問5 1873年から実施された地租改正において、それまでの年貢（租税）の制度と大きく異なる点として正しい説明はどれですか。 （2026年 山形県公立入試

類似）

1. 身分によって税率が異なる仕組み
を廃止し、全ての国民が所有する農
具や家屋の数に応じて現金で納める
ようになった。

2. 村全体で一括して税を納める仕組
みを廃止し、収穫量の3パーセントを
基準として米で納めるようになった
。

3. 土地の面積のみを基準とする仕組
みに変わり、収穫した米を直接政府
へ納める物納の制度が強化された。

4. 豊作や凶作によって変動する収穫
量を基準にするのではなく、土地の
価値である地価を基準とし、現金で
納めるようになった。

問6 1873年から明治政府が実施した地租改正について、それまでの収穫量に応じた年貢の納入から、土地の価格（地価）を基準とした金納へと変更
した最大の目的は何ですか。 （2014年 沖縄県公立入試 類似）

1. 米の流通を制限することで、都市
部における米の価格を下落させるた
め

2. 天候による豊作や不作に左右され
ず、政府の歳入を安定させるため

3. 農村の貧困を解決するために、農
民が納める税の負担を大幅に軽減す
るため

4. 地方の有力な豪農の力を弱め、政
府が直接土地を管理できるようにす
るため

問7 明治政府が推進した「富国強兵」の一環として、経済基盤の整備が行われました。1871年に貨幣単位として「円」が採用され、1882年には日
本銀行が設立されるなど、金融制度が整えられた主な目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2020年 岡山県公立入試 類似）

1. 福沢諭吉に代表される西洋の学問
を広めるため、書籍の出版費用を政
府がすべて負担する仕組みを整えよ
うとしたため。

2. 1930年頃に始まった世界恐慌に
よる混乱を収めるため、新しい通貨
を発行してデフレーションを抑制し
ようとしたため。

3. 江戸時代から続く藩札の利用を奨
励し、各地方の経済的な自立を促す
ことで幕藩体制の再興を狙ったため
。

4. 近代的な経済システムを確立し、
産業の発展（殖産興業）や軍事力の
強化を支えるための安定した財政基
盤を築くため。

問8 地租改正の内容について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2022年 福島県公立入試 類似）

1. 旧藩主が所有する土地を調査し、
全国一律の小作料を定めることとし
た。

2. 土地の所有者に地券を交付し、地
価の3％を税として現金で納めさせた
。

3. 耕作者に土地の所有権を与え、収
穫高の2.5％を税として米で納めさせ
た。

4. 地価の10％を税率とし、政府が発
行する紙幣のみでの納税を義務付け
た。

問9 日本の近代国家形成の過程において、初代内閣総理大臣を務めた伊藤博文の経歴や役割を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 天草や神戸など各地の開港を主張
し、慶應義塾を創設して『学問のす
すめ』を著した。

2. 明治政府の初代内務卿として権力
を握り、学制や徴兵令、地租改正を
主導して富国強兵を進めた。

3. 神戸税関の前身である兵庫運上所
の長官を経験し、後に内閣制度を創
設して初代首相となった。

4. 土佐藩出身の政治家として、民撰
議院設立の建白書を提出し、自由民
権運動を組織した。

問10 1867年に徳川慶喜が政権を朝廷に返上しましたが、倒幕派の諸藩は天皇中心の新政権を樹立するため、ある宣言を行いました。この宣言をきっ
かけとして、翌1868年から新政府軍と旧幕府軍との間で発生した約1年半にわたる内戦の名称として正しいものはどれですか。 （2020年

香川県公立入試 類似）

1.
廃藩置県によって始まった日清戦争

2.
版籍奉還によって始まった西南戦争

3.
大政奉還によって始まった西南戦争

4. 王政復古の大号令によって始まっ
た戊辰戦争

問11 明治時代の人物の功績をまとめた年表において、1871年に「使節団の派遣」という項目が記されることがあります。このとき派遣された岩倉使
節団に女子留学生が同行した主な理由と、その後の影響について述べた文として最も適切なものはどれですか。 （2023年 千葉県公立入試 類似）

1. 欧米諸国との縁談を通じて外交関
係を強化するためであり、帰国後は
多くの留学生が外交官として活躍し
た。

2. 欧米の最新の軍事技術を習得させ
るためであり、帰国後は看護制度の
確立に大きな影響を与えた。

3. 欧米の教育や文化を学ばせて帰国
後の女子教育に役立てるためであり
、津田梅子らがその後の教育発展に
寄与した。

4. 欧米の産業革命を視察して工場の
管理技術を学ばせるためであり、帰
国後は製糸業の発展に貢献した。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

内大臣の官位を辞退し、徳川家の領地を返上
すること

大政奉還によって政権は朝廷に返されましたが、徳川家は依然として日本最大の領地を持つ大
名であり、新しく作られる議会形式の政権においても実権を握り続けることが予想されました
。これを阻止したい倒幕派は、王政復古の大号令を発した当日の夜、小御所会議において慶喜
に対し、官位の辞退と領地の返上（辞官納地）を命じました。これにより徳川家の経済的・政
治的な基盤を奪い、新政府から旧幕府勢力を完全に排除しようとしたのです。

問2 答え 3
武力行使に代わり、言論の力で国会の開設や
憲法の制定を求める自由民権運動が活発化し
た。

西南戦争を最後に、士族による組織的な武力蜂起は収束しました。政府に反対する人々は、国
会の開設などを求める「言論」による抵抗（自由民権運動）へと活動の場を移し、板垣退助ら
を中心に国民の権利を主張する動きが全国へと広がっていきました。

問3 答え 4
豊作や凶作といった収穫量に関わらず、地価
を基準にして現金を納めさせるようにした

江戸時代の年貢は収穫量に応じて米を納める仕組み（検見法など）であったため、天候不順に
よる凶作が起こると政府の収入が不安定になるという欠点がありました。明治政府は地租改正
によって、課税の基準を「収穫量」から「地価（土地の価格）」に変え、さらに「米」ではな
く「現金」で納めさせることで、豊凶に左右されない安定した税収を確保しようとしました。

問4 答え 4
土地と人民を天皇に帰属させることで、中央
集権国家の基礎を築くため

江戸時代までは土地や人民は各藩の領主が直接支配していましたが、それでは強力な統一国家
を築くことが困難でした。そこで明治政府は「版（土地）」と「籍（人民）」を天皇に返還さ
せることで、全国的な支配権を政府に集中させる「中央集権」を目指しました。これは、その
後の地租改正や廃藩置県といった一連の改革を進めるための不可欠な前提条件でした。

問5 答え 4
豊作や凶作によって変動する収穫量を基準に
するのではなく、土地の価値である地価を基
準とし、現金で納めるようになった。

明治政府は、政府の収入を安定させるために地租改正を行いました。江戸時代の年貢は収穫量
に応じて変動する「米による物納」でしたが、この改革によって、土地の価格である「地価」
を課税基準とし、天候などの影響を受けない「現金による金納」へと改められました。これに
より、政府は毎年の予算を立てやすくなりました。

問6 答え 2
天候による豊作や不作に左右されず、政府の
歳入を安定させるため

明治政府が近代国家としての基盤を固めるためには、軍備の増強や産業の育成に必要な多額の
資金を計画的に確保する必要がありました。それまでの年貢制度では、冷害や干ばつといった
天候による不作が起きると政府の収入が激減するという課題がありました。土地の所有者に「
地価」に応じた一定額の現金を納めさせる仕組みに変えることで、国家財政の根幹となる歳入
を天候に関わらず一定に保つことが狙われました。

問7 答え 4
近代的な経済システムを確立し、産業の発展
（殖産興業）や軍事力の強化を支えるための
安定した財政基盤を築くため。

富国強兵を達成するためには、近代的な産業を育てる資金や、軍備を整えるための莫大な予算
が必要でした。そのため、政府は1871年に新貨幣条例を定めて「円」を導入し、1882年には
中央銀行である日本銀行を設立することで、通貨価値の安定と金融統制を図りました。これに
より、政府主導の近代化政策を支える強力な財政基盤が形成されました。

問8 答え 2
土地の所有者に地券を交付し、地価の3％を
税として現金で納めさせた。

地租改正では、土地の所有者に対して地価の3％を税率として課しました。しかし、この負担
が以前の年貢と変わらず重かったことから、各地で農民一揆が発生しました。これを受けて、
1877年に税率は2.5％へと引き下げられることになります。

問9 答え 3
神戸税関の前身である兵庫運上所の長官を経
験し、後に内閣制度を創設して初代首相とな
った。

明治初期の地方官としてのキャリアにおいて、兵庫県知事や兵庫運上所の長官を務め、海外と
の貿易や外交の実務に深く関わりました。この経験が後の条約改正交渉や、近代的な政治制度
の構築に活かされています。他の選択肢にある大久保利通（内務卿）や福沢諭吉（慶應義塾創
設）、板垣退助（自由民権運動）といった同時代の重要人物と、その具体的な功績や出身を区
別して理解することが重要です。

問1
0

答え 4
王政復古の大号令によって始まった戊辰戦争

江戸幕府が政権を返上した大政奉還のあと、薩摩藩や長州藩らを中心とする勢力は、天皇中心
の政治に戻すことを宣言する「王政復古の大号令」を発しました。これにより新政府が成立し
ましたが、権力を失うことに反発した旧幕府軍との間で、1868年の鳥羽・伏見の戦いを皮切
りに「戊辰戦争」と呼ばれる一連の内戦が引き起こされました。西南戦争は明治初期の士族に
よる反乱であり、日清戦争は清との間で行われた対外戦争です。

問1
1

答え 3
欧米の教育や文化を学ばせて帰国後の女子教
育に役立てるためであり、津田梅子らがその
後の教育発展に寄与した。

岩倉使節団に女子留学生が同行した背景には、欧米の進んだ教育や家庭のあり方を学ばせ、日
本の近代化に欠かせない女子教育の指導者を育成するという意図がありました。同行した留学
生の一人である津田梅子は、長期間の留学生活で得た知識と経験を活かし、帰国後に女子教育
の普及に一生を捧げ、日本の近代女子教育の基礎を築きました。


